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平
成
２９

年
度 

区
民
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 
 

 

８
月
７
日
（
日
）、
こ
の
日
は
猛
暑
日
で
熱
中
症 

を
心
配
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
２
１
い
ぐ
み 

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
共
催
で
、
居
組
郵
便
局
の 

後
援
を
頂
き
、
午
後
４
時
開
会
で
「
区
民
ふ
れ
あ
い 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
３６
名
で
し
た
。
順
位
は
会
員
と
一
般
に 

分
け
て
表
彰
し
ま
し
た
。 

 

居
組
郵
便
局
長
様
、
後
援
い
た
だ
き
、 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 
 

（
敬
称
略
） 

【
会 

員 

の 
部
】    

打
数 

 
 
 
 
 
 
 
 

優 

勝 

小
林
昭
人 
 
 

28 

               

準
優
勝 

亀
谷
美
佐
子 
37 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
位 

西
垣
日
出
樹 
38 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
四
位 

西
本
興
慶 

 

38 

               

第
五
位 

入
江
重
勝 

 

39 

 
 
 
 
 
 
 
 

郵
便
局
長
賞 

岡
島
康
治  

44 

               

【
一 

般 

の 

部
】  

               

優 

勝 

小
林
正
人 

 
 

40 

               

準
優
勝 

牧
谷
広
宣 

 
 

45 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
三
位 

西
岡
安
雄 

 
 

45 

 
 
 
 
 
 
 
 

第
四
位 

酒
井 

浩 
  

 46 

               

第
五
位 

清
水
寿
博 

  

49 

 
 
 
 
 
 
 
 

郵
便
局
長
賞 

西
垣
純
子 

  

52 

  

 

居
組
地
区
公
民
館
事
業 

「夏
休
み
習
字
教
室
」を
開
設 

 

居
組
地
区
公
民
館
の
恒
例
事
業
と
し
て
、
毎
年
小
中 

学
生
を
対
象
に
「
習
字
教
室
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

公
民
館
で
は
、
・
書
道
の
普
及
を
図
る
こ
と
。
・
新

温
泉
町
秋
の
書
作
品
展
を
促
す
こ
と
。・
夏
休
み
の
宿

題
作
成
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
等
の
目
的
で
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
８
月
１
日
（
火
）
と
８
月
６
日
（
日
）
の

２
回
行
い
、
延
べ
２４
名
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
学

年
別
の
課
題
に
そ
れ
ぞ
れ
が
取
組
み
、
添
削
指
導
を

受
け
な
が
ら
何
枚
も
練
習
し
て
作
品
を
清
書
し
ま
し

た
。 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

先
祖
の
霊
を
送
る
「
精
霊
流
し
」 

 

お
盆
の
１６
日
は
古
く
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
、
伝
統

行
事
「
仏
送
り
」
が
営
ま
れ
た
。 

盆
に
里
帰
り
し
た
先
祖
を
送
る
船
（
観
音
丸
）
を
海

に
流
す
も
の
で
、
寺
役
員
、
初
盆
を
迎
え
た
家
族
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
約
３０
名
が
、
早
朝
か
ら
午
前
中

船
造
り
を
行
い
ま
す
。 

昭
和
初
期
頃
ま
で
は
居
組
で
も
麻
作
り
が
盛
ん
で
あ

っ
て
、
蒸
し
て
皮
を
剥
い
だ
残
り
の
木
の
部
分
は
軽
く
、

こ
れ
を
オ
ガ
ラ
と
言
っ
て
、
船
体
の
ほ
と
ん
ど
の
部
分

は
こ
れ
で
造
っ
て
い
た
の
で
「
オ
ガ
ラ
船
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
後
に
麻
作
り
も
無
く
な
り
、
藁
を
使
っ
て

い
た
が
、
現
在
は
ベ
ニ
ヤ
板
で
船
体
上
部
は
造
ら
れ
て

い
ま
す
。 

そ
の
船
に
は
美
男
・
美
女
の
人 

形
が
乗
り
ま
す
。(

伝
統
芸
術)

 

夕
方
に
は
住
民
が
持
ち
寄
っ
た 

提
灯
や
花
、
団
子
を
取
り
付
け
、 

鮮
や
か
に
飾
り
つ
け
て
精
霊
船 

（
観
音
丸
）
を
沖
に
送
り
出
し 

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
故
人
に
想
い 

を
は
せ
、
静
か
に
手
を
合
わ
せ 

見
送
り
ま
し
た
。 



 

 

   

居
組
の
人
口
と
世
帯
数 

 
   

 
 

 
 

 
 

 

前
月
比 

 

前
年
比 

男 

子 

二
四
二
名
（
△
一
名
）
（ 

△
六
名
） 

女 

子 

三
〇
六
名
（ 

０
名
）
（ 

△
四
名
） 

合 

計 

五
四
八
名
（
△
一
名
）
（ 

△
十
名
） 

世
帯
数 

二
四
四
軒
（ 

０
軒
）
（ 

△
二
軒
） 

 
  

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

※
△
は
減 

【
平
成
二
十
九
年 

八
月 

一
日
現
在
】 

 

◎ 

第
７
回
「
居
組
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
」 

  

８
月
１３
日
（
日
）
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
居
組
ふ
る
さ

と
ふ
れ
あ
い
祭
」
が
午
後
６
時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ふ
る
さ
と
活
性
化
の
た
め
、
心
を
通
わ
せ
、
ふ
れ
あ
う

地
域
づ
く
り
に
格
別
の
想
い
を
抱
き
、
立
ち
上
げ
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
今
年
で
７
年
目
と
な
り
ま
す
。 

 

最
初
準
備
し
た
テ
ー
ブ
ル
が
大
勢
の
人
出
で
足
り
な

く
な
り
、
途
中
で
追
加
し
て
並
べ
ま
し
た
。 

 

帰
省
さ
れ
た
方
と
久
し
振
り
に
会
っ
た
住
民
た
ち
が
、

「
サ
ザ
エ
の
壷
焼
」
や
「
焼
き
イ
カ
」
を
肴
に
ビ
ー
ル
で

乾
杯
し
、
懐
か
し
く
語
り
合
う
光
景
に
出
会
う
と
、
こ
の

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
よ
か
っ
た
と
、
嬉
し
く
感
じ
ま

す
。 

 

準
備
し
た
出
店
の
も
の
全
て
が
８
時
頃
に
は
完
売
と

な
り
、
カ
ラ
オ
ケ
が
も
少
し
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
が
、

皆
さ
ん
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

準
備
と
後
片
付
け
を
行
っ
た
実
行
委
員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
、
ご
協
力
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◎  

居
組
地
区
公
民
館
子
育
て
支
援
事
業 

『
キ

ッ

ズ

ラ

ン

ド
』 

 
 

居
組
地
区
公
民
館
で
は
毎
月
幼
児
を
対
象
に
、
明
星
認
定

こ
ど
も
園
の
協
力
に
よ
り
「
子
育
て
支
援
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

こ
の
事
業
は
、
幼
児
教
育
と
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
、
育

児
相
談
等
を
行
う
も
の
で
す
。 

 

最
近
、
参
加
者
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
是
非
ご
参
加

下
さ
い
。 

次
回
９
月
は
、
指
導
員
に
よ
る
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

と
簡
単
な
「
マ
マ
さ
ん
３
B
体
操
」
を
行
い
ま
す
。 

指
導
員
は
香
住
区
在
住
の
山
本
ム
ツ
子
先
生
で
す
。 

 

 

・
期 

日 
 

９
月
１３
日
（
水
） 

 

午
前
１０
時
～
１１
時
半 

 
 

・
会 

場 
 

居
組
地
区
公
民
館 

 

 


